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DATA 取り組みの概要

評価された点

●若い世代が中心となって世代間交流を実現している。
メンバーの移り変わりがうまく機能しており、こう
いった取り組みについて学校からのニーズは多いの
で、他の自治体でもこの事例を参考に積極的に受け入
れてもらいたい。

●学生の想いを中心とした、発展性が非常に高い取り組み
である。子どもから高齢者まで、多世代の交流が多く、
地域で笑顔をたくさん作っている。また、学生たちが
地域の課題解決に積極的に取り組んでいる点を評価。

●地域連携型学生サークル学生の「やってみたい!」(夢・
興味)と 地域の「やってほしい!」  (想い・地域資源)を結
びつけ お互いの可能性を実現することを目的として
おり、灯明アート小学校との交流、食関係プロジェク
ト、郷土検定、エコミュージアムプロジェクト等、学
生の発想から町役場や教育委員会等と協力して活動し
ている。他大学の地域関係学部・学科の学生にとって
も参考になる地域実践といえる。

山形大学の集中講義で金山町とのつながりができたことを
きっかけに、2013年に15名の学生同志によってTeam道草
を創設。学生の“やってみたい!(夢・興味)”と地域の“やって
ほしい!(想い・地域資源)”を結び付け、学生視点での地域活
動を展開している。
具 体 例：金 山 町 の 魅 力 を 県 内 外 の 若 者 に 発 信 す る

「Kaneyama lovers project」、大学がない地域での学習支
援、高齢者等への弁当配達、子ども向けイベントの開催　等

山形大学地域連携型サークルTeam道草
山形県山形市小白川町4-12
E-mail team.michikusa@gmail.com
https://www.facebook.com/profile.
php?id=100063593829598
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取り組みを実施するに至った要因・背景や地域課題 
その取り組みを実施するに至った要因・背景や地域課題について記載。

行政や外部からの支援 
行政や外部からの支援などについて記載。

受賞者のコメント

今後の展望

取り組みのプロセス

きっかけ

�・OB・OGの想いや伝統を継承したサークル運営と地域貢献。
・新事業やこれまでしてきた活動のリニューアル等による事業の多角化。
・さまざまな地域・年代との交流の機会創出。

この度は栄誉ある賞を頂き、大変光栄に存じます。10年前、
山形大学の講義をきっかけに結成したTeam道草は、地域
のニーズに応えるべく多種多様な活動を行ってきました。
大学のサークルながら10年も活動を続けられましたのは、

地域の皆様やOB・OGの手厚いご支援、ご協力のおかげで
す。今後もメンバーは入れ替わりますが、学生の地域への
想いは変わらず、発想力や活力を生かした地域貢献活動を
継続してまいります！

2021年〜

現在
・イベントにおけるブース出店、そばの活用、縁日やお化け屋敷の開催、「お弁当お届

けプロジェクト」等の新しい取り組みに挑戦。
・活動地域の拡大。

2020年〜

コロナ渦での活動
・オンラインを活用した活動紹介。
・地元高校生との共同企画。
・コロナ禍でもできる範囲での地

域活動の継続。 

2019年〜

Kaneyama lovers Project
・Kaneyama lovers Fes
・Michikusa Travel
・道草MAPS

2014年〜
金山町のPR企画
・金山のふるさとCMの制作出品（H26、H30受賞）。

2013年〜

Team道草設立
・金山町（田茂沢地区）での活動。
・学習支援。
・農業体験。

・山形県若者チャレンジ
応援事業。

・講義外で地域行事に呼
ばれた喜び。｢また遊び
に来たい｣と感じる。

・金山町との関係性が深
まり多様な企画に取り
組む。

・大好きな金山町への感
謝を込めて、自分たち
にしかできない特別な
企画を!

・結成10周年に向け、い
つもお世話になってい
る金山町に恩返しする
ために、新プロジェク
トを始動。

・コロナ禍の影響。

・山形大学の集中講義「フィールドラーニングー共生の森もがみ」の金山プログラムに
15名の学生が参加→引き続き金山町の人との関係を継続し活動したいと考え活動開始。2012年
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